
第２回 公立豊岡病院組合構造改革委員会 議事要旨 

 

１ 日時：令和８年４月 20 日（月）14:00～15:40 

２ 場所：公立豊岡病院 敷地内薬局２階会議室（Web ハイブリッド開催） 

３ 出席者：小林委員長、埴岡委員、櫃石委員(オンライン)、古株委員、日高委員、安田委

員、馬庭委員、吉川オブザーバー、土生田オブザーバー、天野オブザーバー 

４ 議事 

(1) 開会 

(2) あいさつ 

(3) 組合立病院の現状と課題（資料により説明） 

① 出石医療センター 

② 朝来医療センター 

③ 日高クリニック 

④ 豊岡病院 

(4) 委員からの意見・質問 

① 経営改善（全体）の方向性 

・患者数増加による収益改善には限界があり、前提とすべきではない 

・ダウンサイジング（病床削減・機能転換）の検討が不可欠 

・  収益増」だけでなく 費用削減」を確実に実行することが必要 

② 病床・機能のあり方 

・稼働率向上を目指す現行方針にはリスクがある 

・地域人口減少を踏まえた現実的な病床規模の検討が必要 

・低稼働病床の再編や機能移転の必要性が指摘された 

③ 地域全体での役割分担 

・組合内だけでなく、周辺医療機関を含めた機能分担が必要 

・急性期（豊岡病院）と回復期・慢性期（他施設）の役割明確化 

・但馬医療圏内の病院間の地理的距離が近いため、機能集約の余地あり 

・医療圏全体での調整（県の関与含む）が必要 

④ 医療提供体制の課題 

・県養成医の派遣・交代も含めた医療体制が不安定であり、特に地方では構造的課題 

・医師の働き方やモチベーションへの配慮が必要 

・救急から入院への流れなど、患者フローの課題がある可能性 

⑤  データ活用の重要性 

・データにより更なる医療需要の実態分析が必要 

・原価計算やベンチマーク結果を基に人員体制や機能の見直しが必要 

⑥  中長期的視点 

・短期的な収支改善と並行し、中長期の医療提供体制を検討する必要 

・  何でもできる病院」は理想だが、その維持は困難となっている 



(5) まとめ 

○ 病床規模・機能の見直し（ダウンサイジング含む）は、現実的な患者見込みで考える 

○ 但馬医療圏全体で医療機能の再編・連携強化の必要性 

○ 短期と中長期の対策を並行して検討を進めることが必要 

○ 経営改善の計画を策定の際には、上記で指摘された内容を前提とした構造改革が

不可欠 

(6) 今後の予定 

次回委員会：令和 8年 6月下旬～7月上旬予定 

委員からの意見・提案は 5月末までに事務局へ提出 

 


